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併う食道気管支癌の診断を受けた.昭和58年 5月31日当

科にて右開胸で切離,閉鎖を行った.病理組織学的には

筋層を欠如していた.

<症例 2>40才女性,幼少時より飲食時に咳嚇発作あ

り,また肺炎を繰り返していた.28才頃より右側臥位で

咳嚇発作を起こすようになった.昭和60年 8月某院にて

食道気管支塵の診断を受けた.同年 9月12日当科にて療

孔切除を行った.

2例共経過を観察中であるが現在特に愁訴はない.

22) 外傷 による気管支 ･食道同時破裂の

-治験例
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今回我々は,交通事故により同時に発症した外傷性左

主気管支破裂及び胸部食道破裂を経験した.

症例は22才の男性で昭和60年 8月交通事故による胸部

打撲にて来院した.初診時,左右気胸,気縦隔,皮下気

腫を認め,両側胸腔 ドレナージを施行するも,気縦隔,

皮下気腫の増乱 左肺伸展不良を認め,12病日に気管支

鏡及び食道造影にて,気管支食道渡の所見を認めた.13

病日に左気管支形成術,食道裂創一次縫合閉鎖術,縦隔

ドレナージ,両側胸腔 ドレナージ施行.手術所見では,

左主気管支分岐直下に,約 3cm の裂孔を,また食道は

気管分岐部の上方に 7cm,F方に2cmの裂孔を認めた.

なお,麻酔管理は十分に対応して行った.経過良好にて

術後第47病目に退院した.

以上極めて稀な外傷性食道気管支同時破裂の一例を経

験したので報告する,

23) 特発性食道破裂の 1治験例について
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特発性食道破裂は,比較的稀な疾患であり発症後早期

に外科的治療を行なわなければ,予後の極めて不良な疾

患とされている.

今回我々は,発症後約24時間後に診断され開胸開腹術

にて一期的縫合閉鎖と Fundicpatch法を併用するこ

627

とによって術後経過良好であった症例を経験したので報

告する.

症例は49才男性で,悪心,咽吐を主訴に当科人院と

なった.入院後左肺野に異常陰影を認め胸腔穿刺を行っ

たところ,胸腔内に食物残痕を認め本症の診断がなされ

た .

本症の外科的治療法としては,いろいろと報告されて

ほいるが,今回のように Fundicpatch法を併用した

例は稀である.しかし術後縫合不全の合併症等なく,又

食道内圧測定の面からも食道機能は極めて良好であっ

た.

発病後比較的早期に診断 ･治療が行なわれたというこ

ともあるが,良好な経過をとった-症例としてここに報

告する.

24) 食餌 によ り生 じた急性食道炎の経験
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急性の食道炎や食道潰癌は比較的まれなものであった

が,緊急内視鏡検査が繁用されるようになり,症例数も

増加 してきている.その中で,食餌に起因する異物性食

道炎,食道漁場の経験について検討を加えた.

昭和55年10月より昭和60年10月までに13例を経験 し

た.年令,性別に特に差異を認めなかった.発症原因は,

負,揚げ物,熱い汁頬,アルコールなどであった.主訴

は曝気,喝吐,胸骨後部痛,血痕および吐血 喋 下障害

などであった.内視鏡所見では,粘膜剥離,潰壕,びら

ん,発赤などの病変が上部食道中心にみられた.治療は,

いずれも保存的に行なわれ,治癒までの日数はいずれも

短期間であった.

以上,われわれの経験について若干の考察を加え,戟

告する.

25) 当院におけ る下咽頭頚部食道癌の検討

-8切除例 について一
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新潟市民病院開院以来,昭和60年10月末までに食道癌

切除例は79例である.そのうち.下咽頭頚部食道癌は8例

であり,全切除例の10.1%にあたる.病理組織学的検索

では,ao症例が 6例あり,その中に Smno早期食道

癌が 1例ある.他の 2例は,甲状腺 ･気管に直接浸潤あ


